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雨
が
一
滴
も
降
ら
な
い
あ
の
酷
暑
の
夏
が
、

盆
前
の
ひ
と
雨
を
境
に
ス
ッ
と
空
気
が
変
わ
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
の
は
私
一
人
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
恐
ら
く
多
く
の
人
達
が
同
じ
よ
う
に

感
じ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
日
以
降
、

日
中
の
陽
光
は
相
変
わ
ら
ず
苛
烈
に
見
え
て
も

木
陰
に
入
る
と
空
気
が
微
妙
に
変
わ
っ
た
こ
と

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
に
「
目
に
は

さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
」
風
の
音
や
気
配
で
日

本
人
は
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
の
で
す
。

　
日
本
人
は
、
ど
う
も
「
ス
モ
ー
ル
イ
ズ
ベ
ス

ト
」
と
考
え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
盆
栽

な
ど
は
正
に
そ
う
で
す
。
大
き
い
自
然
、
大
き

い
宇
宙
を
小
さ
い
鉢
の
な
か
に
見
事
に
閉
じ
込

め
て
表
現
す
る
。
軽
自
動
車
な
ど
も
そ
う
で
す

ね
。
こ
れ
も
日
本
だ
け
の
特
技
で
す
ね
。
小
さ

い
エ
ン
ジ
ン
に
軽
い
車
体
。
優
れ
た
燃
費
。
外

国
人
に
は
ま
ね
が
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

　
ゼ
ロ
戦
な
ど
も
同
じ
思
想
で
す
。
小
さ
い

エ
ン
ジ
ン
に
極
限
ま
で
削
っ
て
機
体
を
軽
量
化

し
、
素
晴
ら
し
い
運
動
性
能
で
敵
を
圧
倒
し
た

そ
う
で
す
。
文
学
で
も
短
歌
や
俳
句
も
同
じ
思

想
だ
と
思
う
の
で
す
。
31
文
字
や
17
文
字
の
な

か
に
、
大
自
然
や
宇
宙
や
愛
や
恋
ま
で
を
文
字

や
言
葉
を
極
限
ま
で
突
き
詰
め
、
無
駄
を
省
き

表
現
す
る
。
正
に
日
本
だ
け
の
、
日
本
人
だ
け

の
特
性
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
私
は
、
こ
れ
は
日
本
の
四
季
の
移
ろ
い
に
あ

る
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。
微
妙
に
極
め
て
繊

細
に
変
化
す
る
四
季
。
そ
の
微
妙
な
変
化
を
日

本
人
は
遠
い
昔
か
ら
繊
細
な
感
受
性
で
感
じ
と

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ

が
日
本
人
の
繊
細
な
感
覚
を
育
み
、
短
歌
や
俳

句
、
能
な
ど
日
本
な
ら
で
は
の
繊
細
な
文
化
を

作
っ
て
来
た
と
思
う
の
で
す
。

　
と
は
言
え
、
同
じ
日
本
人
で
も
散
文
人
間
の

私
に
は
極
端
に
少
な
い
文
字
で
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
表
現
す
る
短
歌
や
俳
句
は
、
全
く
の
苦
手
で

す
。

　
そ
ん
な
散
文
人
間
の
わ
た
し
に
も
好
き
な
歌

は
あ
り
ま
す
。

「
秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も

　
　風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」

（
古
今
和
歌
集
）

　
そ
っ
と
忍
び
よ
る
季
節
の
移
ろ
い
。
目
に
は

見
え
な
い
微
か
な
変
化
を
空
気
の
動
き
で
感
じ

と
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
わ
ず
か
な
文
字
で
表
現

す
る
。
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で
す
。

ス
モ
ー
ル
イ
ズ
ベ
ス
ト

　
　
ス
モ
ー
ル
イ
ズ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

	

国
東
市
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　明
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市内施設の指定管理者を公募します

対象施設
⃝施 設 名 称：国東市国見老人憩いの家
⃝所　在　地：国東市国見町赤根180番地
⃝担　当　課：高齢者支援課

⃝問　合　先：☎0978-72-5189
⃝募集要項等：�10月以降に市のホーム

ページに掲載します。

ジャンボタニシの被害を
防ぎましょう！

【問合先】
　大分県東部振興局農山漁村振興部　☎0978-72-0409
　国東市農政課　☎0978-72-5167

　市報「くにさき」の２月号及び５月号で
ジャンボタニシの被害を防ぐための防除対
策を掲載しましたが、今回は水稲収穫後の
防除対策を掲載します。

越冬場所である用排水路の
泥上げ、餌となる雑草除去、
水田の不要な水の落水を行い、
生育場所をなくしましょう。
（地域全体で実施すると効果
が高くなります。）

水稲収穫後の対策 麦を作付する圃場では
水稲刈り取り後の硬い土壌
をピッチを小さくして、時
間をかけて砕土して殺貝す
ると効果的です。

◦�水稲刈り取り後、湛水し石灰窒素を20～
30㎏／10a施用し、５日以上湛水すると
小さい貝まで殺貝し、貝密度が低減され
ます。

◦�１～２月の厳寒期に耕起することで越冬
中の貝を寒気にさらし、殺貝しましょう。

　�貝は深さ６㎝以内に生息するため、浅耕
でも効果が高く、通常の１／３程度の速
度で耕起をしましょう。

麦を作付しない圃場では
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こころを つなぐ まちづくり

第
８
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」応
募
作
品

☆
心
配
事
あ
る
と
き
に
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　友
が
寄
る

安
岐
町

　近

　藤

　節

　子

☆
土
産
買
う
頭
に
浮
か
ぶ
友
の
顔

武
蔵
町

　れ

　
　い

　
　こ

こんにちは　隣
りん

保
ぽ

館
かん

です

▪第９回国東市隣保館まつり（８月29日開催）

　今年で第９回となる国東市隣保館まつりが８月29日㈯開催されました。参加者
は小雨にもかかわらず約470名と大勢の人でにぎわいました。人権講演会は、「傷
つける言葉、勇気づける言葉」と題して松本久美子さんにお話しいただき、元アナ
ウンサーらしい軽快なおしゃべりに耳を傾け、午後からは教室生の発表や屋外では
模擬店のほかピエロさんによるバルーンアートなどがあり、多くの人がふれあい、
お互いを認め合い、人権について考えるきっかけづくりができた一日となりました。

【問合先】国東市隣保館（武蔵町古市1138-１）☎0978-68-1722

　隣保館は「地域社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発の住民交流
の拠点となる開かれたコミュニティセンターとして、生活上の各種相
談事業や人権課題解決のための各種事業を総合的に行う」ことを目的
としています。平成27年現在、全国で829館、県内では13館あり、国
東市では武蔵町に設置し市が運営しています。
　就職、結婚、年金に関すること、さまざまな生活上の問題など、困
りごとの身近な相談窓口として対応しています。また、同和問題をは
じめとするあらゆる人権問題に関する講演会や学習会などを開催し、

問題の解決に向けて一緒に考えていくきっかけづくりとしています。さらには、毎年８月には隣保館まつりを
開催し、主催教室生や館利用者を中心に子どもから高齢者までが集い、一人ひとりの人権を認め合うことに気
づく場となっています。そして、2012年には「隣保館のうた」を作成しました。
　なお、文化・教養講座として下記のような教室を開催しています。どなたでも参加できますので気軽にお問
い合わせください。

絵手紙教室 / 女声コーラス教室 / フォークダンス教室 / 尺八教室 / 生花教室 / カラオケ教室

国　 東 　市
適応指導教室

〒873-0524
国東町横手305番地２
☎0978-72－0344

＊開室日以外の連絡先＊
国東市教育委員会学校教育課

☎0978-73-0066
フレンドリーひろば

【開 室 日】火～木曜日　９：30～ 15：30
【学習支援】（学力保障）
スタッフがお子さんの学習状況に応じて個別
支援しています。
【教育相談】（心理的安定）
お子さんや保護者の方、教育関係者が対象で
す。臨床心理士によるカウンセリングを受け
ることができます。特別支援教育に関する相
談や心理検査ができます。
【自主活動】（自己決定の場の保障）
お子さんが自ら選択した活動を個別や集団で
行います。

【体験活動】（社会性の育成）
軽スポーツや創作活動をスタッフとともに集
団で行います。
【その他】
フレンドリーひろばの通室は学校長の判断に
より指導要録上「出席扱い」とすることがで
きます。昼食は各自で用意します。送迎は原
則保護者の方が行うようになっていますが困
難な場合はご相談ください。
そのほか、詳しい内容については、上記連絡
先までお気軽にお問い合わせください。

　さまざまな理由により、不登校の状況にある子どもたちに対して、学校復帰や
社会的自立ができるように支援を行っています。また、不登校に限らず、悩みや
困りをもつお子さんやその保護者の方への相談及び支援も行っています。

フレンドリーひろば
とは…

旧豊崎小学校の一部を利用

学習室

開室日と活動内容
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